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閉校になる大畑小学校�

　この条例は大畑小学校、伊上小学校及び向津具

中学校を平成22年４月１日で廃止することに伴い、

所要の改正を行うものです。�

　大畑小は次年度から12人が深川小へ、伊上小は

11人が油谷小へ、向津具中は22人が菱海中へ通う

ことになります。�

　各校ともそれぞれ①通学用スクールバスの導入

②閉校記念行事の支援　③制服等購入費補助金　

④児童・生徒の交流事業等について関係者と合意

に達し、跡地利用は協議中です。�

議案第14号�

長門市立学校条例の一部を改正する条例�
　長門市学校給食センターの厨房設備器具購入に

ついて、平成21年８月28日実施の指名競争入札の

結果、山口調理機(株)が２億８,５００万円で落札し

ました。これに消費税・地方消費税を加えた２億９,

９２５万円で契約するにあたり、「長門市議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例」の規定により市議会の議決を求められ、

可決しました。なお、当議案に対して金　修三議

員から「入札・指名のやり方に疑問」との反対討

論が行なわれました。�

「長門市議会の議決に付すべき契約�
　　及び財産の取得又は処分に関する条例」�
　○予定価格1億5,000万円以上の工事又は製造の
　　請負�
　○予定価格2,000万円以上の不動産若しくは動産
　　の買入れ若しくは売払い又は不動産の信託の
　　受益権の買入れ若しくは売払い�

議案第23号�

財産の取得について�

　空席となっていた副市長に阿野徹生氏が選任さ

れました。�

　無記名投票の結果、議長を除く賛成17票、反対

２票で選任に同意しました。�

昭和31年5月19日生�

神戸大学経済学部卒業�

昭和54年　山口県職員に採用�

平成20年　県総務部学事文書課�

　　　　　企画監�

　　　　（公立大学法人山口県立大学�

　　　　　経営企画室長）�

議案第24号�

長門市副市長の選任について�

　長門市学校給食センターの建築工事について、

平成21年８月28日実施の条件付一般競争入札の結果、

株式会社中原組が３億９,８８０万円で落札しました。

これに消費税・地方消費税を加えた４億１,８７４

万円で契約するにあたり、「長門市議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」

の規定により市議会の議決を求められ、可決しま

した。�

議案第22号�

工事請負契約の締結について�

長門市学校給食センター建築工事�

予　定　価　格　　　　４億４，９４０万円�
入札書比較価格　　　　４億２，８００万円�

予　定　価　格　　　　３億１，４７２万円�
入札書比較価格　　　　２億９，９７４万円�

結果    入札状況　  入札者氏名　        備  考�

㈱中原組�

ヤマネ鉄工建設㈱ �

共栄建設㈱ �

ナカケン㈱ �

安藤建設㈱�

落札率93.2％�39,880万円�

39,950万円�

41,400万円�

41,500万円�

41,800万円�

１�

２�

３�

４�

５�

結果    入札状況　  入札者氏名　        備  考�

山口調理機㈱ �

ＡＩＨＯ山口㈱ �

タニコー㈱ �

㈱中西製作所 �

㈲長門電気工業所�

山角電気設備 �

落札率95.1％�28,500万円�

29,400万円�

29,900万円�

30,900万円�

35,000万円�

35,000万円�

１�

２�

３�

４�

５�

５�

あ   の   てつお�

崎�接
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９月議会は９月４日から25日まで21日間の
会期で開催され、一般会計・特別会計それぞ
れの補正予算等を審議・可決しました。また、
「副市長選任案」をはじめ13の条例改正案等を
審議・可決、同意しました。

一般会計補正予算は４億１,６１５万円を追加し、歳入・歳出とも総額２０７億２,５２３万円とな

りました。補正予算の２分の１にあたる約２億４００万円が豪雨の災害復旧にあてられました。



十
分
と
は
言
え
な

い
が
７
月
27
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
の
間
、
土

日
を
除
き
毎
日
１
往
復
、

９
月
１
日
か
ら
は
、
朝
夕

２
往
復
の
運
行
を
行
っ
て

い
る
。 ７

月
21
日
の
豪
雨

で
大
寧
寺
峠
が
通

行
止
め
と
な
り
、
日
置

経
由
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
る

が
、
俵
山
地
区
の
住
民

要
望
を
充
た
し
て
い
る

の
か
。
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地
域
産
品
直
売

所
の
設
置
場
所
、

既
存
の
売
店
と
の
違

い
、
事
業
運
営
は
ど
こ

が
行
う
の
か
。

長
門
市
駅
前
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

１
階
の
空
き
店
舗
を
予
定

し
て
お
り
、
客
の
志
向
調

査
、
情
報
発
信
を
行
う
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
的
な
も

の
で
、
長
門
商
工
会
議
所

に
委
託
す
る
。 地域産品の�

　アンテナショップ設置�

経済建設常任委員会�

災
害
の
地
元
対
策
は
万
全
か�

総

務

常

任

委

員

会�

問�答�

問�答�

景
気
悪
化
で
業
績

等
が
落
ち
込
ん
で
お

り
、
８
月
末
で
１
千
466
万

円
を
還
付
し
て
い
る
が
、

法
人
市
民
税
還
付

金
の
追
加
計
上
は

景
気
悪
化
の
た
め
か
。

問�答�

配
信
会
社
の
料
金

改
定
に
よ
り
平
成
22

年
１
月
１
日
か
ら
料
金
改

定
を
行
う
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
ス
タ
ー
チ
ャ
ン

ネ
ル
利
用
料
を
月
額

１
千
800
円
か
ら
２
千
円

問�

答�

老
朽
度
の
高
い

漁
港
施
設
を
調

査
す
る
水
産
基
盤
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
は
、
全
て
の
漁
港
で

行
う
の
か
。

12
漁
港
の
内
、
８

漁
港
に
つ
い
て
市
が

事
業
主
体
と
な
り
機
能
保

全
計
画
書
を
作
成
す
る
。

川
尻
漁
港
に
つ
い
て
は

県
が
行
う
。

問�答�

単
独
土
地
改
良

事
業
の
実
施
場

所
及
び
受
益
者
負
担
は

ど
う
な
る
の
か
。

小
規
模
の
た
め
、

国
・
県
の
補
助
が
受

け
ら
れ
な
い
早
急
に
改
善

の
必
要
が
あ
る
被
災
ヶ
所

が
、
市
内
に
４
ヶ
所
に
あ

り
、
負
担
は
１
／
２
と
な

る
。 問�答�

今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

に
上
げ
る
の
は
な
ぜ

か
。

道路の崩落により通行止めとなった大寧寺峠

長門市駅前
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9月定例会に提出された一般会計補正予算な

どの議案は本会議の質疑を経て、所管の各常任

委員会に付託し慎重に審査します。

執行部から説明聴取などを行い、委員会とし

ての議案等に対する態度(原案可決、 原案否決

等)を決定します。主な質疑は以下の通りです。

安
心
生
活
創
造
事

業
に
つ
い
て
は
一

人
暮
ら
し
世
帯
等
へ
の

見
守
り
及
び
買
い
物
支

援
を
行
う
と
あ
る
が
、

油
谷
の
宇
津
賀
、
向
津

具
地
区
だ
け
に
限
定
し

て
行
う
の
か
。

市
内
で
も
高
齢
化

率
の
非
常
に
高
い
宇

津
賀
、
向
津
具
地
区
の
28

の
自
治
会
を
対
象
に
し
て

お
り
、
他
の
地
域
に
つ
い

て
は
今
の
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

女
性
特
有
の
が
ん

検
診
推
進
事
業

で
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、

検
診
手
帳
を
送
付
し
て

受
診
率
の
向
上
及
び
死

亡
率
の
減
少
を
図
る
と

あ
る
が
、
大
丈
夫
か
。

国
の
目
標
数
値
は

50
％
と
な
っ
て
い
る
。

周
知
を
徹
底
し
て
目
標
値

に
近
づ
け
た
い
。

住
宅
手
当
緊
急
特

別
措
置
事
業
は
期

間
が
６
ヶ
月
と
な
っ
て

６
ヶ
月
経
過
後
、

単
市
補
助
で
対
応
す

る
か
は
ま
だ
検
討
し
て
い

な
い
。

安
心
生
活
創
造
事
業
に�

　
　
　
　
　
　
取
り
組
む�

文
教
厚
生
常
任
委
員
会�

問�答�問�

答�問�

答�

安心生活創造事業の対象となる油谷宇津賀・向津具地区

い
る
が
、
期
間
内
に
仕

事
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
。



市
営
公
衆
浴
場
に
１
年
間
無
料

で
入
浴
で
き
る
温
泉
パ
ス
ポ
ー
ト
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局
地
的
集
中
豪
雨
に
お
け
る
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
の
発
令
の
判

断
基
準
づ
く
り
を
進
め
、
防
災
計
画
の
見

直
し
を
図
り
た
い
。

７
月
21
日
の
集
中
豪
雨

は
、
長
門
市
で
も
大
き
な
被

害
が
出
た
。
最
近
で
は
、
異
常
気

象
で
大
き
な
災
害
が
頻
繁
に
起
こ

り
、
地
震
、
津
波
も
想
定
さ
れ
る
。

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
、
平
成

17
年
に
作
成
さ
れ
た
地
域
防
災
計

画
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本

部
を
設
置
し
、
予
防
対
策
の
周
知
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

は
十
分
か
。

問答

長
門
の
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
政

策
が
多
い
。
長
門
市
独
自
の
目
玉

政
策
と
し
て
、
多
子
世
帯
保
育
軽

減
事
業
に
入
ら
な
い
３
人
目
の
子

ど
も
の
保
育
料
を
無
料
に
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
か
。
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
保
育
料
の
１
／
５
の

助
成
を
考
え
て
ほ
し
い
。

保
育
料
の
見
直
し
等
も
含
め
た

協
議
の
う
え
、
１
／
５
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
前
向
き
に
考
え
た
い
。

答答

新谷　 勇議員

防
災
対
策
は
現
状
で
よ
い
の
か

防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
り
た
い

３
人
目
の
子
ど
も
の
保
育
料
を
無
料
に

１
／
５
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
考
え
た
い

先野 正宏議員

問そ

の

他

の

質

問

問
人
口
定
住
対
策
と
し
て
、
空

き
家
対
策
以
外
の
具
体
的
な

対
策
は
な
い
の
か
。

問
そ

の

他

の

質

問

相
談
窓
口
、
検
査
体
制
の
変
更
等
、
情
報

共
有
化
を
図
り
、
感
染
予
防
に
努
め
て
い

る
。

豪雨による河川の氾濫（三隅地区）

みのり保育園の園児たち

を
交
付
し
て
い
る
。
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
地

域
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
が
、
定
住
対

策
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
て
い
く
。
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山
口
県
は
、
長
門
地
域
に

あ
る
県
立
高
校
の
３
校
再
編

統
合
を
進
め
て
い
る
。
進
学
を
控

え
た
生
徒
は
大
変
混
乱
し
て
い
る

が
、
今
の
状
況
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

問

情
報
が
不
足
し
て
い
る
中
、
生

徒
や
現
場
の
教
師
は
、
大
変
不
安

に
思
っ
て
い
る
と
思
う
。
進
学
す
る
生
徒

た
ち
が
動
揺
し
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

意
見
な
ど
を
し
っ
か
り
県
に
伝
え
た
い
。

答

道
の
駅
に
は
、
地
域
活
性

化
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ

る
。
例
え
ば
、
農
林
水
産
物
な
ど

の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

地
域
情
報
が
発
信
で
き
、
長
門
の

温
泉
街
や
観
光
地
へ
の
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。 問

道
の
駅
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
地

域
の
農
産
物
や
魚
介
類
な
ど
が
販

売
で
き
、
第
１
次
産
業
の
振
興
に
な
る
。

ま
た
、
地
域
経
済
が
冷
え
込
む
中
、
道
の

駅
が
で
き
れ
ば
、
賑
わ
い
や
他
の
産
業
へ

の
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

答

大津高校

三輪 徹議員

「
県
立
高
校
再
編
統
合
へ
の
対
応
は

反
対
運
動
が
ど
の
よ
う
に

展
開
さ
れ
る
の
か
注
視
し
た
い

谷川 雅之議員

地
域
振
興
策
の
一
環
に

道
の
駅
の
建
設
を

施
設
の
位
置
や
機
能
、
規
模
等
に
関
す
る

調
査
、
研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

下関市豊田　道の駅

再
編
統
合
に
対
し
て
、
市

民
の
中
に
は
反
対
が
多
い
と

思
う
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
る
の
か
。

問

市
内
の
各
会
場
で
の
説
明
や

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
と
し

た
説
明
で
は
、
統
合
を
前
向
き
に
と
ら
え

答

る
意
見
が
あ
る
一
方
、
多
く
の
反
対
意
見

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
長
と
し
て
、

反
対
運
動
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
長
門
市

の
た
め
に
な
る
の
か
迷
い
が
あ
る
が
、
市

と
し
て
、
反
対
運
動
が
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
る
の
か
注
視
し
た
い
。

全
国
に
は
、
917
ヶ
所
の
道

の
駅
が
あ
る
が
、
本
市
に
も

道
の
駅
を
設
置
し
、
地
域
振
興
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

問

本
市
に
は
、
道
の
駅
と
同
等
の

機
能
を
有
す
る
施
設
が
民
間
事
業

答

者
に
あ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、
施
設

の
位
置
や
機
能
、
規
模
等
に
関
す
る
調
査
、

研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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確
か
に
「
地
域
内
処
理
」
は
原

則
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
大
型

事
業
に
つ
い
て
は
広
域
行
政
の
中
で
消
化

し
な
け
れ
ば
財
政
が
も
た
な
い
。

萩
市
と
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設

共
同
設
置
に
つ
い
て
、
ゴ
ミ

処
理
は
地
方
自
治
法
等
で
「
地
域

内
処
理
」
が
原
則
で
あ
る
が
、
ど

う
判
断
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問答

農
業
委
員
会
の
役
割
に
標

準
小
作
料
の
認
定
が
あ
る

が
、
平
成
17
年
に
改
定
し
て
以
後

示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
委
員

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
。

問

現
農
地
法
に
は
年
限
の
規
定
は

な
く
、
３
年
を
経
過
し
経
済
状
況

に
い
ち
じ
る
し
い
変
動
が
認
め
ら
れ
る
場

合
検
討
す
る
事
が
で
き
る
。
し
か
し
、
施

行
予
定
の
改
正
農
地
法
で
は
、
小
作
料
の

定
義
自
体
全
く
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
標
準
小
作
料
の
見
直
し
、
検

討
は
な
く
な
る
予
定
で
、
こ
れ
に
変
わ
る

も
の
と
し
て
、
実
勢
賃
貸
料
と
い
う
形
で

情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

答

災
害
当
日
の
大
雨
洪
水
警

報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は

本
市
の
防
災
に
生
か
さ
れ
て
い
た

の
か
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
検
討

は
な
さ
れ
て
い
た
の
か
。

問

７
月
21
日
大
雨
洪
水
警
報
の
発

令
を
受
け
第
２
警
戒
態
勢
を
敷
い

た
。
災
害
対
策
本
部
体
制
は
と
っ
て
お
ら

ず
、
避
難
勧
告
等
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

な
お
、
今
度
の
豪
雨
災
害
を
検
証
し
本

市
防
災
安
全
対
策
の
教
訓
と
す
る
た
め
、

総
括
反
省
会
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

答

市
政
運
営
の
中
で
、
市
民

に
約
束
し
た
公
約
や
政
策
を

ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

問

公
約
の
中
に
は
実
行
前
に
検
証

作
業
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
た
め
、

内
部
組
織
を
つ
く
り
、
対
応
し
て
い
る
。

答

田村 哲郎議員

ゴ
ミ
焼
却
は
「
地
域
内
処
理
」
の

原
則
を
堅
持
す
べ
き

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

萩
市
と
の
共
同
設
置
に
向
け
協
議
を
進
め
る

重村 法弘議員

本
市
の
防
災
対
策

豪
雨
災
害
の
教
訓
は
な
に
か

豪
雨
災
害
を
検
証
し
、

総
括
反
省
会
議
を
行
う
予
定

岡　　 巧議員

標
準
小
作
料
の
認
定
は
い
つ
す
る
の
か

標
準
小
作
料
の
見
直
し
、
検
討
は
な
く
な
る
予
定

公
約
や
政
策
は
市
政
運
営
の
中
で

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か

実
行
前
に
検
証
作
業
が
必
要
な
も
の
も
あ
る

林　 哲也議員

崎培

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
は
、
本

市
観
光
拠
点
施
設
で
あ
る

問

み
す
ゞ
記
念
館
は
、
年
間
11
万

人
の
入
館
者
が
あ
る
が
、
入
館
料
、

休
館
日
等
の
問
題
を
今
後
検
討
し
、
本
市

の
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
、
な
お
一
層
の

充
実
を
図
り
た
い
。

答

深
川
小
改
築
事
業
実
施
設

計
業
務
の
指
名
競
争
入
札

は
、
結
果
的
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

問

業
者
は
基
本
設
計
業
務
を
請
け

負
っ
て
お
り
、
実
施
設
計
業
務
も

取
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

三
隅
地
区
の
山
口
福
祉
専

門
学
校
が
経
営
難
を
理
由
に

閉
校
し
た
。
公
約
で
は
「
介
護
福

祉
士
の
養
成
校
は
必
要
不
可
欠
」

と
し
て
い
た
が
。

問
「
地
域
福
祉
を
考
え
る
会
」
に
は

市
が
支
援
す
る
に
は
全
市
の
関
係

答

そ

の

他

の

質

問

ご
み
焼
却
施
設
の
共
同
設
置
は

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
経
費

削
減
効
果
が
大
き
く
、
本
市
単
独
で
の
設

共
同
設
置
で
は
用
地
選
定

や
事
業
計
画
、
建
設
費
、
今

後
の
ゴ
ミ
排
出
削
減
計
画
等
、
全

て
が
萩
市
の
主
導
で
進
む
恐
れ
も

あ
る
。「
７
億
円
の
経
費
削
減
」
も

そ
の
根
拠
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

今
回
の
方
針
変
更
は
再
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

問答

置
の
方
針
を
撤
回
し
、
萩
市
と
の
共
同
設

置
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
く
判
断
を
し

た
。

現在のゴミ焼却施設（渋木大峠）

豪雨による土砂災害（三隅地区）

緊
急
時
の
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
の

有
効
な
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
体

制
で
は
む
ず
か
し
い
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
災
害
時
の
情
報

発
信
機
能
向
上
を
目
指
し
組
織
を
検
討
し

て
行
き
た
い
。

答

今
回
の
災
害
で
は
、
市
民

か
ら
情
報
発
信
・
公
開
に
つ

い
て
苦
言
を
頂
い
た
が
、
災
害
発

生
時
の
情
報
伝
達
・
公
開
手
段
と

し
て
「
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
」
を
も

っ
と
有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

問

が
、
施
設
機
能
を
十
分
に
果
た
せ

て
い
る
の
か
。

棚田の稲刈り作業（油谷宇津賀）

深川小学校

７
月
の
豪
雨
は
三
隅
地
区

で
も
被
害
が
多
か
っ
た
が
、

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

問

役
所
と
し
て
の
対
応
は
大
い
に

反
省
す
る
点
が
あ
り
、
近
く
反
省

会
議
を
行
う
。

答
者
を
網
羅
す
る
必
要
が
あ
る
と
伝
え
て
い

る
。
こ
の
政
策
順
位
は
高
い
位
置
に
あ
る
。
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救
急
救
助
業
務
に
つ
い
て

の
長
門
市
の
状
況
及
び
課

題
、
ま
た
救
急
車
の
不
適
切
な
利

用
が
あ
る
か
を
問
う
。

問

救
急
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
と

専
門
医
の
不
在
や
病
床
の
満
床
等

に
よ
り
、
搬
送
決
定
に
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
る
。
医
師
会
等
と
協
議
し
、
よ
り

敏
速
な
搬
送
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。
救

助
業
務
に
つ
い
て
は
、
各
種
災
害
に
そ
れ

ぞ
れ
対
応
す
る
資
機
材
の
整
備
が
課
題
で

あ
り
、
今
後
検
討
を
加
え
な
が
ら
装
備
し

て
い
く
。

救
急
車
の
不
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
は
、

交
通
手
段
が
な
い
な
ど
の
、
不
適
切
な
利

用
も
見
受
け
ら
れ
る
。
市
民
の
理
解
と
協

力
を
得
て
、
救
急
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図

り
た
い
。

答

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取

り
組
み
状
況
及
び
健
康
と
ス

ポ
ー
ツ
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識

を
問
う
。
ま
た
、
滝
ノ
下
の
公
園

建
設
の
見
通
し
を
問
う
。

問

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
意

欲
、
意
識
は
高
い
も
の
が
あ
る
。

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
行
政
の
役

割
は
、
市
民
が
気
楽
に
健
康
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
、

野
球
場
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
だ

と
思
っ
て
い
る
。

答

阿波 昌子議員

救
急
救
助
業
務
に
つ
い
て
の

課
題
は
何
か

市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

救
急
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
た
い

滝
ノ
下
の
公
園
建
設
の
見
通
し
は

野
球
場
の
建
設
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
考
え
て
い
く

重廣 正美議員

周
産
期
医
療
と
小
児
医
療
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

問

県
、
医
師
会
、
医
療
機
関
等
と

の
情
報
の
共
有
を
図
り
、
市
民
の

安
心
、
安
全
を
確
保
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
医
療

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答

人
事
評
価
制
度
の
業
務
評
価

の
公
表
等
を
考
え
て
い
る

か
。 問

現
段
階
で
は
市
民
へ
の
公
表
や

外
部
評
価
は
考
え
て
い
な
い
。

答

緊
急
時
の
、
危
険
予
想
区
域

等
を
指
定
し
た
後
の
、
行
政

と
し
て
の
施
策
は
出
来
て
い
る
か
。

問

今
回
の
豪
雨
災
害
の
経
験
を
も

と
に
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

そ

の

他

の

質

問

そ

の

他

の

質

問

救急車

滝ノ下スポーツ公園予定地
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選
挙
公
報
に
、
六
つ
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
選
挙
公
約
は
向
こ
う

４
年
間
の
市
民
と
の
約
束
事
で
あ

る
。
任
期
中
に
実
現
で
き
る
か
ど

う
か
を
問
う
。

問

公
約
を
着
実
に
実
現
す
べ
く
取

り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
い
る
。

答

各
支
所
の
耕
地
、
林
務
、

水
産
の
窓
口
業
務
を
本
庁
に

移
管
し
た
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
の
で
分
庁
方
式
に
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

問

分
庁
方
式
に
す
る
こ
と
は
考
え

て
は
い
な
い
。
支
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
内
部
で
検
討
し
、
新
年
度
に
間

に
合
わ
せ
る
。

人
員
削
減
に
つ
い
て
は
、
支
所
の
職
員

を
削
減
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
と
こ
ろ
で

削
減
で
き
る
。
支
所
の
充
実
を
図
る
の
は

無
理
で
は
な
い
。

答

入
札
、
検
査
の
事
務
の
遂
行
に

あ
た
っ
て
は
規
則
等
に
よ
り
適
正

な
執
行
に
努
め
て
き
た
が
、
入
札
、
検
査

制
度
を
よ
り
充
実
し
た
制
度
に
す
る
よ
う

審
議
監
に
指
示
し
て
い
る
。

答

岡野 正基議員

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

実
現
で
き
る
か

公
約
実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い

三村 健二議員

分
庁
方
式
に
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

分
庁
方
式
の
考
え
は
な
い
が

支
所
機
能
の
充
実
を
図
る

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
文
書

か
何
か
で
説
明
を
し
た
い
。

答

な
が
と
大
津
商
工
会
の
認
識

に
つ
い
て
問
う

問

商
工
会
を
大
事
に
し
て
い
る
つ

も
り
だ
。

答
支
所
の
組
織
、
機
構
の
見
直

し
に
つ
い
て
問
う
。

問

組
織
検
討
委
員
会
で
こ
れ
か
ら

十
分
検
討
し
、
新
年
度
に
は
支
所

が
充
実
し
た
体
制
に
な
る
よ
う
に
努
め
た

い
。 答

監
理
課
が
廃
止
に
な
っ
て
監

理
管
財
係
に
な
り
機
能
が
き

ち
ん
と
発
揮
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

問

都
市
計
画
税
を
、
旧
郡
部
の

市
民
は
理
解
出
来
て
い
な

い
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ

た
固
定
資
産
税
を
減
税
す
る
と
言

う
事
と
合
わ
せ
て
説
明
責
任
を
果

た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問 そ

の

他

の

質

問

そ

の

他

の

質

問

答弁する南野市長

油谷支所の経済施設課
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９
月
25
日
、
９
月
定
例

会
最
終
日
に
現
在
県
教
育
委

員
会
が
進
め
て
い
る
市
内
県

立
三
高
校
の
再
編
統
合
に
対

し
て
、
こ
れ
を
撤
回
す
る
よ

う
求
め
る
意
見
書
が
議
員
提

案
（
提
出
者
＝
三
輪
徹
、
賛

同
者
＝
阿
波
昌
子
・
新
谷

勇
）
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
田
村
哲
郎

議
員
か
ら
「
再
編
統
合
は
や

む
を
得
な
い
選
択
」
と
の
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

議
長
を
除
い
て
賛
成
14
人
、

反
対
５
人
の
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

７
月
31
日(

金
）
、
う
き
は
市

議
会
の
「
議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会(

18
人
）
」
が
長
門
市
議

会
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
視

察
に
は
、
松
永
亘
弘
議
長
、
田

村
哲
郎
第
４
次
議
会
改
革
等
研

究
会
会
長
、
林
哲
也
同
研
究
会

副
会
長
ら
が
応
対
し
ま
し
た
。

山口県教育委員会は、９月11日「県立高校再編統合(案)」
を発表しました。この再編統合(案)は、市内の県立高等学校
３校を再編統合し、平成22年４月に設置、平成23年４月に
「大津緑洋高校」として新たに開校する内容で、９月18日開
会の９月定例山口県議会に、県立高等学校等条例を改正する
議案が提出されました。
しかしながら、市内の県立高校の再編統合に対する地域説

明会等では、地域住民、同窓会、保護者等から多くの疑問や
不安の声が上がっています。
また、同議案では、田布施工業高校と田布施農業高校の再

編統合について、本年11月設置、来年４月の開校となってお
り、本市とは開校時期を異にしていることから、今回、同時
に議案上程する必要はないところであります。
このことから本市の高校再編統合については、保護者や地

域住民等の不安や疑問を解消し、合意を得る努力を続けるべ
きです。
今日、生徒たちの高校選択基準は、学力だけでなく、校風、

クラブ活動、通学距離など多岐にわたっており、高校再編統
合は、次世代を育てる重要な県民的課題となっています。
よって、県当局におかれては、将来の高校教育を考えるた

めに、現時点において拙速ともいえる議案の上程は撤回し、
地域との議論を十分に深めることを強く要望します。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成21年９月25日
長門市議会　
[提出先：山口県知事　山口県議会議長　山口県教育長]

「市内の県立高校再編案�
　　　　　撤回すべきだ」�
「市内の県立高校再編案�
　　　　　撤回すべきだ」� 「市内の県立高校再編案�

　　　　　撤回すべきだ」�
「市内の県立高校再編案�
�

市内の県立高校市内の県立高校�

再編案撤回すべきだ�
市内の県立高校市内の県立高校�

再編案撤回すべきだ�
市内の県立高校�意見書可決�

再編案撤回すべきだ�

福岡県・うきは市議会�

長門市議会を視察�長門市議会　視察�
よう�
おいでました

�よう�
おいでました

�

平
成
17
年
３
月
20
日
、
旧
浮

羽
町
と
旧
吉
井
町
が
合
併
し
て

「
う
き
は
市
」
が
誕
生
。
人
口
は

約
３
万
２
千
人
。
議
員
定
数
は

18
人
（
う
ち
女
性
議
員
は
３
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
き
は
市

議
会
は
合
併
時
に
在
任
特
例

（
合
併
後
、
旧
議
員
の
任
期
を
最

長
で
２
年
間
延
長
で
き
る
）
を

１
年
間
活
用
し
、
翌
年
４
月
に

定
数
18
人
で
選
挙
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
う
き
は
市
議
会
は
来

年
４
月
に
改
選
を
控
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
調
査
項
目
の
主
な

論
点
は
議
員
定
数
問
題
に
あ
り

ま
し
た
。

長
門
市
議
会
は
平
成
19
年
12

月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
21

年
４
月
の
議
員
選
挙
か
ら
議
員

定
数
30
人
を
20
人
と
す
る
内
容

の
条
例
改
正
案
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
お
り
、
議
員
定
数
問
題

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
な

ど
に
つ
い
て
長
時
間
に
わ
た
り

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
議
会
改
革
に
つ
い

て
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

水産高校

うきは市議会のみなさん

議
会
改
革
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
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問�

答�

答�

問�

答�

問�

問�

答�

経常収支比率（％）�

　この数値が100％を超えると単年度黒字、100％

　未満なら単年度赤字を表す。�

営業収支比率（％）�

　この数値が100％未満の場合には健全経営とは言 

　えないとされる。�

給水原価（円/m）有収水量１  当たりの費用。�

供給単価（円/m）有収水量１  当たりの収益。�

回収率(％)�

　回収率が100％未満の場合、給水費用が水道料金

　以外の他会計繰入金で賄われていることを示す。�

　　　平成20年4月より7.5％の料金改定があったが、期
　　　待通りの効果が得られたのか。�

　　　料金改定の効果は確認されていない。これは給水
　　　人口の減少による有収水量の減少、料金改定時の
　　　旧料金適用による給水収益の減額、検針サイクル
　　　変更の影響等によるものと捉えている。�

�

　　　水道料金滞納による給水停止をしたことは。�

　　　20年度は58件の給水停止をした。ほとんどが分
　　　割支払い等に応じてもらっているが、滞納による
　　　給水停止は市民生活の根幹に関わることなので、
　　　出来る限りそうならないよう事前に努めている。�

�

　　　料金改定時に生活困窮世帯等へのセーフティネッ
　　　トや大口利用者への軽減対策等の要望があったが、
　　　その対策はされているのか。�

　　　現時点では考えていないが検討したい。�

�

　　　大河内川ダム建設に関連した水源確保事業等の進

　　　み具合はどうなっているのか。�

�

　　　大河内川ダム建設は多目的ダムとして、総事業費
　　　164億5千万円、事業期間平成2年度から23年度で
　　　計画・実施されている。平成20年度末の執行済み
　　　額は83億6千万円で50.8％の進捗率である。�

　水道事業は「企業会計」で処理されています。
仕組みは複雑で収益的収支（3条予算・・水道料金
による営業活動）と、資本的収支（4条予算・・建
設改良費等）とに分れていますが、合計して表記
しています。なお、資本的収支の不足額２億９,８
６８万円は内部留保資金等で補填されています。�

議案第10号�

平成20年度�長門市水道事業会計決算を認定�長門市水道事業会計決算を認定�長門市水道事業会計決算を認定�
☆☆ 決　算　概　要 ☆☆�

業務実績�

決算額（税込み）�

　経営成績（損益計算書より・税抜き）�

　主な経営判断指標�

区域内人口�

給 水 人 口 �

普 及 率 �

配水管総延長�

年間総配水量�

年間総有収量�

有 収 率 �

H20・県平均�

収入(収益)�

支出（費用）�

１,１３１,８７０�

１,４０１,０７８�

収益　　　①�

　営業収益�

　営業外収益�

費用　　　②�

営業費用�

営業外費用�

特別利益　③�

特別損益　④�

当年度純損益�

①＋③－②－④�

経常収支比率(％)�

営業収支比率(％)�

給水原価(円)�

供給単価(円)�

回収率(％)

40,242人�

37,313人�

92.7％�

468㎞�

5,153千m�

4,365千m�

84.7％�

88.2％�

3

3

区　　　　分�

項　　　　目�

項　　　　目�

Ｈ20年度(千円)

平成20年度� 平成20年度　県13市平均�決算額（千円）�

764,414�

576,104�

188,310�

748,253�

626,628�

121,625�

35�

2,430�

13,766

１０２.２�

９１.９�

１７１.４０�

１３１.７６�

７６.９�

１０６.４�

１１０.８�

１６２.６０�

１４６.０４�

８９.８�

3

3

大河内川ダム工事現場�

3

m

3

m

�
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経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
武
田
新
二
委
員
長
・
重
村

法
弘
・
大
下
和
政
・
金
　
修

三
・
谷
川
雅
之
・
長
尾
実
・

新
谷
勇
）
は
、
８
月
25
日
か

ら
28
日
に
か
け
て
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

今
検
討
さ
れ
て
い
る
仙
崎

新
魚
市
場
建
設
と
、
沿
岸
海

域
の
環
境
問
題
に
焦
点
を
あ

て
、
最
新
魚
市
場
の
現
状
把

握
、
施
設
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

地
方
卸
売
市
場
「
宮
古
市

魚
市
場
」
（
岩
手
県
）
は
、

県
東
部
三
陸
海
岸
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
り
、
本
州
最
東
端
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
魚

市
場
は
平
成
20
年
取
扱
高
ラ

ン
キ
ン
グ
全
国
16
位
、
平
成

10
年
か
ら
高
度
衛
生
品
質
管

理
方
針
に
取
組
始
め
、
現
在

で
は
(社)
大
日
本
水
産
会
が
認

定
す
る
数
少
な
い
「
優
良
衛

生
品
質
管
理
魚
市
場
」で
す
。

今
、
食
の
安
心
・
安
全
が
求

め
ら
れ
叫
ば
れ
る
中
、
徹
底

管
理
さ
れ
た
商
品
は
、
地
元

を
は
じ
め
全
国
の
消
費
者
へ

自
信
を
持
っ
て
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

温
度
管
理
（
７
℃
以
下
）

は
も
ち
ろ
ん
、
魚
の
取
扱
い

（
直
下
置
き
無
し
）、
商
品
の

記
録
管
理
、
ま
た
市
場
出
入

り
関
係
者
の
衛
生
面
へ
の
意

識
改
革
と
『
信
頼
さ
れ
る
魚

市
場
』
を
目
指
す
姿
勢
に
は

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
種
、
取
扱
量
、
鮮

度
な
ど
そ
の
港
市
場
を
測
る

も
の
さ
し
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
品
質
衛
生
管
理
に

市
場
が
一
丸
と
な
る
姿
勢
は

今
後
建
設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

仙
崎
魚
市
場
に
も
是
非
取
組

ん
で
頂
き
た
い
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し

た
。次

に
気
仙
沼
（
宮
城
県
）

で
海
の
環
境
問
題
に
取
組
む

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

牡
蠣
養
殖
業
を
営
ま
れ
な

が
ら
、
京
都
大
学
客
員
教
授

を
務
め
ら
れ
る
畠
山
さ
ん

は
、
山
口
県
立
水
産
高
等
学

校
が
進
め
て
い
る
研
究
成
果

（
使
用
済
み
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
を
再
利
用
し
、
沿
岸
海
域

へ
鉄
分
を
補
給
し
藻
場
の
再

生
を
促
す
実
験
）
を
大
変
評

価
注
目
さ
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
沿

岸
海
域
の
荒
廃
を
『
鉄
が
海

再
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
！
』
と
明
言

さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
も
調

査
研
究
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ

か
ら
は
民
間
企
業
、
東
京
大

学
で
も
取
組
が
進
ん
で
い
く

と
の
話
で
「
行
政
も
是
非
こ

の
取
組
に
目
を
向
け
て
頂
き

た
い
」
と
熱
く
語
り
か
け
ら

れ
る
先
生
の
ま
な
ざ
し
が
非

常
に
印
象
的
で
し
た
。

本
市
は
豊
か
な
海
を
持

ち
、
地
域
資
源
の
活
用
抜
き

に
し
て
発
展
・
振
興
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
、
今
回
の
研
修

を
今
後
の
委
員
会
活
動
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

崎�接

水揚げ風景（宮古市魚市場）

牡蠣の養殖場で説明を受ける（気仙沼市）

信
頼
さ
れ
る

魚
市
場
を
目
指
す

鉄
が
海
再
生
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に



う
、
聴
講
し
た
議
員
に
対
し

て
熱
心
に
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。
県
内
で
は
山
口
市
議

会
が
す
で
に
制
定
し
て
い
ま

す
。こ

の
議
会
基
本
条
例
は
市

民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
議

会
の
地
位
を
確
立
し
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
を
し
て

い
く
た
め
の
も
の
で
す
。
４

月
の
改
選
で
長
門
市
議
会
は

議
員
定
数
が
30
人
か
ら
20

８
月
18
日
、
美
祢
市
の

市
民
会
館
を
会
場
に
し
て
第

10
回
山
口
県
市
議
会
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
研
修
会
に
は
長
門
市
議

会
を
は
じ
め
県
内
13
市
の

市
議
会
議
員
約
200
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
主
催
は
山
口
県

市
議
会
議
長
会
で
す
。

元
全
国
市
議
会
議
長
会
調

査
広
報
部
長
の
加
藤
幸
雄
専

修
大
学
講
師
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
選
挙
を
提
唱
し
、
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
行
政
改
革

を
地
域
で
実
践
し
て
き
た
元

三
重
県
知
事
の
北
川
正
恭
早

稲
田
大
学
大
学
院
教
授
の
二

人
を
講
師
に
迎
え
て
「
分
権

時
代
に
求
め
ら
れ
る
市
議
会

と
議
員
像
」
等
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
氏
は
地
方
分
権
改
革
の

推
進
や
求
め
ら
れ
る
議
会
改

革
と
議
会
基
本
条
例
の
制
定

の
意
義
を
説
明
し
、
「
議
会

基
本
条
例
」
を
制
定
す
る
よ
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第10回山口県市議会議員研修会�

人
と
な
り
、
議
員
一
人
ひ
と

り
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

市
民
の
代
表
機
関
と
し
て

議
会
機
能
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
と
す
る
た
め
、
第
４
次

議
会
改
革
等
研
究
会
で
は
今

回
の
研
修
を
受
け
、
「
議
会

基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け

て
調
査
・
研
究
活
動
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

講演する北川正恭教授

長
門
市
議
会
12
月
定
例
会
は
12
月

４
日
開
会
予
定
で
す
。
本
会
議
や
委

員
会
は
、
誰
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
議
会
の
傍
聴
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会

は
、
行
政
の
執
行
に
対
し
て
監
視
す
る
役
割
や
、
み
な

さ
ん
の
代
表
と
し
て
議
会
の
意
思
を
決
定
す
る
な
ど
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

議
会
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
言
論
の
府
」
。
こ
う
し

た
議
会
の
様
子
を
正
し
く
伝
え
る
の
が
議
会
だ
よ
り
の

役
割
で
す
が
、
紙
面
の
充
実
に
は
市
民
の
立
場
に
た
っ

た
議
員
の
活
発
な
議
論
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
課
題
山
積

の
長
門
市
政
に
対
し
、
12
月
定
例
会
で
は
ど
ん
な
議
論

が
展
開
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

委
員
長
　
林
　
哲
也

今
回
の
表
紙

〈
私
の
〉
地
球

満
州
の
兵
舎
で
、
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
で
夢
に
見

続
け
た
土
地
。
そ
れ
は
山
口
県
の
三
隅
で
あ
る
。
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
。
そ
こ
に
や
っ
と
帰
り
つ
い
た
。

「
こ
こ
が
私
の
空
で
あ
り
、
大
地
だ
。
こ
こ
で
死
に
た

い
。
こ
こ
の
土
に
な
り
た
い
。
思
い
通
り
の
家
の
、

思
い
通
り
の
仕
事
場
で
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
『
私
の
地
球
』
で
あ
る
」（
画
家
の
こ
と
ば
）

こ
の
絵
は
、
空
か
ら
俯
瞰
（
ふ
か
ん
…
見
下
ろ
す
）

し
た
三
隅
の
風
景
で
す
。
古
里
と
家
族
へ
の
限
り
な

い
香
月
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

〈
私
の
〉
地
球
Ⅳ
展
に
展
示
　
12
月
25
日
ま
で

香
月
泰
男
美
術
館

議
会
改
革
の

方
向
性
を
学
ぶ
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